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研究計画内容 【研究背景】 

 朝鮮海峡海底トンネル建設計画とは、トンネルを作ることで日本と韓国をトンネルでつ

なぐ計画である。このような海中トンネルの例として、青森県と北海道をつなぐ青函トン

ネルやイギリスとヨーロッパをつないだ英仏海峡トンネルがある。青函トンネルができた

ことにより北海道と本州をつなぐ物流が容易になった。 

一般財団法人国際ハイウェイ財団は日韓トンネルのことを愛の懸け橋と呼んでおり、日

韓トンネルを作ることで日本と韓国は良好な関係を気付くことができ、そのような例を作

ることで世界平和にもつながるとしているが、我々は、彼らとは距離を置いて中立的な立

場からこの政策を評価する。 

 

【研究内容】 

 まず日韓の様々な分野を比較していく。人口の増減や総生産の推移・日韓の交通インフ

ラの状況・日韓間の旅行者の状況・日韓の貿易状況を調べ、日韓での交流の深さや、類似

している部分を洗い出す。また韓国にとどまらず、中国やロシアへと路線をつなげること

も想定する。 

 次に、英仏トンネルや青函トンネルなどと比較し、鉄道建設事業の政策評価を行い、時

間短縮効果・交流人口の算出・事業費を割り出して建設の実現可能性を問う。 

 

【期待される効果】 

 朝鮮海峡海底トンネルを建設することが現実的に可能なのか、不可能なのか。客観的な

分析、建設したときの影響の評価を行う。青函トンネルの先行研究を用い、朝鮮海峡海底

トンネルの実現可能性を明らかにする。 
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